東日本大震災　津波からの避難に関するアンケート調査票（山田町用最終版）
記入場所　：　　　　　　　　　　　　　　　　　
調査日　　：2011年6月　　　　　　　　　　 　
調査担当者：　　　　　　　　　　　　　　　　　
地震発生直後の状況についてお聞きします。
問１.地震発生時（3月11日午後2時46分頃）、あなたはどちらにいましたか？【１つ○】
1．自宅(商店等自営業で自宅が職場の人も含む)
2．屋内の仕事場（会社、工場、店舗等）
3．屋外の仕事場（港、作業場、田畑、船の中）
4．学校（先生・職員は2．を選択して下さい）
5．病院、福祉施設、介護施設(職員は2．を選択して下さい)

6．上記以外の建物の中
7．歩いたり、自転車などで移動中
8．車・バイクを運転中だった
9．鉄道やバスなどに乗っていた
10．その他（　　　　　　　　　　　　　）
問２．あなたは地震が起きた時に津波が来ると思いましたか？【１つ○】
1．大きな被害が出るような津波が来ると思った
2．来るとは思ったが、あれほど大きな津波が来るとは思わなかった
3．津波は来ないだろうと思った
4．津波のことはほとんど考えなかった
問３．気象庁は、地震の揺れを観測しておよそ３分後に大津波警報を発表しました。あなたは、この大津波警報を聞きましたか？【１つ○】
1．避難をした後で聞いた
2．避難する前に聞いた（避難の途中を含む）

→問4へ
3．覚えていない

4．聞こえなかった
問４．問３で「2．避難する前に聞いた（避難の途中を含む）」を選択した方にお伺いします。あなたは、今回（3月11日）の大津波の警報を最初はどのようにして知りましたか？【１つ○】
1．町の無線放送（防災無線）の戸別受信機から
2．町の無線放送（防災無線）の屋外拡声器から
3．ラジオから
4．市町村の広報車やパトカーや消防車の拡声器から

5．（空き番号）
6．行政機関・警察・消防の職員や消防団員のかけ声から
7．家族や近所の人から
8．町内会・自主防災組織から
9．漁業無線から
10．あらかじめ登録していた災害情報のメール
11．インターネット（パソコン）
12．インターネット（携帯電話）
13.　ワンセグ
14．テレビ
15．その他（　　　　　　　　　　　　　　）
問５．その情報からどのようなことを知りましたか？【該当するもの全て○】
1．津波が来る危険性があること
2．予想される津波の高さ

→問6へ

3．予想される津波の到達時刻
4．わからない・覚えていない
問６．問５で2．予想される津波の高さを選択された方にお伺いします。津波の高さを何メートルと聞きましたか？【１つ○】
1．３メートル
2．６メートル
3．最初は３メートルと聞き暫く経ってから６メートルと聞いた
4．それ以外の高さを聞いた：記入して下さい（　　　）メートル
5．高さは聞いたが覚えていない
問７．あなたは今回の津波を経験する以前（3月11日以前）は、気象庁の発表する（テレビ等で放送される）津波の高さをどのように受け止めていましたか？ 【１つ○】
1．大きめに発表されると思っていた
2．おおよそ正確だと思っていた
3．考えたことはない、注意してこなかった
4．覚えていない
つづいて、津波からの避難についてお聞きします。
問８．あなたは避難（敷地を離れて別の場所に移動する、あるいは建物の上層階に移動する）しましたか？【１つ○】
1．揺れが収まる前に避難を始めた





→問10へ
2．揺れが収まってすぐに避難した





→問10へ
3．危険な状況になったので避難した





→問10へ
4．津波に襲われるまで避難しなかった

5．火災で危険な状況になったので、避難した
問９．問８で「4．避難しなかった」を選んだ方のみお答え下さい。何故すぐ避難しなかった、あるいは出来なかったのですか?【１つ○】
1．自分のいるところまで津波は来ないと思った 

2．防潮堤があるから大丈夫と思った
3．様子を見ている内に津波が来てしまった
4．避難の準備に時間が掛かり間に合わなかった
5．家族・親族を捜していた
6．どうしたらよいか分からなかった
7．津波が来たら自宅あるいは居合わせた建物の上の方に逃げればよいと思った
8．避難場所まで避難しきれないと思った
9．持ち場を離れられなかった
10．自分はもうどうなっても良いと思った
11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問１２．にお進み下さい。
問１０．問８で1．か2．か3．の「避難した」を選んだ方は、お答え下さい。あなたにとって避難したもっとも大きなきっかけは何でしたか？【１つ○】
1．大きな揺れを感じたから
2．大きな津波が来るとの警報や避難指示を（行政による放送、ラジオ、サイレン、テレビ、メールなどから）を聞いたから
3．家族が避難しようと言ったので
4．近所の人が避難をはじめたから、避難する人を見たから
5．近所の人や町内会・自主防災組織から避難を促されたから
6．引き潮を見たから、あるいはそう聞いたから
7．津波が来るのが見えたから、あるいは異常な音が聞こえたから
8．津波が堤防を越えて地区に入ってきたのを見たから、あるいはそう聞いたから

9．欠番
10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問１１．あなたは、地震が起きてから何分後くらいに避難を始めましたか？【１つ○】
　　1．　5分未満　　　　　 2．　5～10分未満　　　3．　10～20分未満　　
4．　20～40分未満　　　5.  40～1時間未満　　 6．  1時間以上たって
7．避難する必要はなかった。
8．避難する前に津波が来て自宅や居合わせた建物から避難できなくなった。
問１２．地震が起きてから避難開始までに、（避難できなかった方は津波が来るまでに）あなたは何をしましたか？【該当するもの全て○】
1．勤務先や外出先から一度自宅に戻った（大切な物を持ち出すため）　　
2．外出先から自宅に家族を迎えに行った（家族の避難を手助けするため）
3．家族を迎えに行った（学校や施設などへ）
4．海の様子を見に行った
5．避難のための荷物（現金・通帳・印鑑、食料、衣類、薬、ラジオ、懐中電灯など）をまとめた
6．戸締まりをした
7．地震で散らかった家具や機材を片付けた
8．家族や知人に電話（メール）をかけた
9．覚えていない
10．何もせず直ぐに避難をはじめた
11．周囲に声をかけていた

12．要介護者の避難の手助けをしていた
避難しなかった方、あるいは出来なかった方は問２２．にお進み下さい。
問１３．あなたはどなたかと一緒に避難しましたか？【該当するもの全て○】
1．自分ひとりで
2．家族といっしょに
3．同僚や同じ職場の人　　
4．近所の人
5．学校で一緒にいた人
6．避難を誘導した人
7．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問１４．避難をまだしていない人に声をかけましたか？【１つ○】
1．かけた
2．かけなかった（かける余裕がなかった）
3．覚えていない
4．声をかけると共に、避難の手助けをした
問１５．まずどこに避難しましたか？【１つ○】
1．屋外の高台など
2．学校や病院や集会所や公共施設など
3． 橋や盛土などで高くなった所
4．自宅や勤務先などの上階
5．近くの高い建物　
6．海から十分遠い場所
7．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問１６．最初に避難した場所は、津波避難場所と指定された所でしたか？【１つ○】
1．津波避難場所と指定されている所だった
2．津波避難場所と指定されているかどうか分からないが自分で避難場所と決めていた
3．津波避難場所と指定されていないが自分で避難場所と決めていた
4．特に考えはなくその場で行ける安全そうな所へ行った
問１７．あなたはどのように避難しましたか？【１つ○】
1．歩いて（走って）避難した
2．自転車に乗って避難した
3．バイクに乗って避難した
4．自動車を運転して避難した
5．自動車に乗せてもらって避難した
6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問１８．車で避難の場合､次のようなことはありましたか？【該当するもの全て○】
1．乗っていた車が渋滞に巻き込まれた
2．自分は渋滞に巻き込まれなかったが、渋滞で動けなくなった車を見た
3．車の事故や荷崩れしたトラックがあり、通れない箇所があった
4．家が壊れていたり、がれきがあり、通れない箇所があった　
5．車の渋滞に巻き込まれたり、見たりはしなかった
6．車に乗っていて、津波に流された
7．車を途中で捨てて、走って逃げた
問１９．最初に避難した場所から別の場所に移動しましたか？ 【１つ○】
1．別の場所に避難した　　→問20へ
2．最初に避難した場所に留まった　→問21へ
3.　火災が迫ってきて危険になったので別の場所に移動した　　→問20へ

問２０．あなたが別の場所に避難した最も強い理由は何ですか？【１つ○】
1．まわりの人がさら高い場所や別な場所へ避難していたから
2．警察・消防などが別の場所への避難を指示したから
3．避難を誘導した人（自主防災組織など）が別の場所への避難を指示したから
4．実際に大きな津波を見て、危険だと判断したから
5．火災が迫って危険だったから(消防団等から勧告されたものも含む)
6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問２１．あなたが最初に避難した場所は結果的に津波の被害にあいましたか？【１つ○】
1．最初の避難場所は津波の被害で危険だった
2．最初の避難場所は津波の被害にあったが、上の階は無事だった
3．最初の避難場所でも被害にはあわなかった
4．最初に避難した場所は火災で危険であったが延焼は免れた。
問２２．安全な避難場所から警報が解除されるまでに自宅あるいは職場（港を含む）に戻ろうとしたかどうかをお伺いします。【１つ○】
　　1．一番大きな津波が来る前に避難場所から戻ろうとし、津波が来たので再度避難した、あるいは津波に巻き込まれそうになった
　　2．警報解除の前に避難場所から戻ったが特に危険はなかった
　　3．戻りたかったが津波警報が解除されるまで自重した
　　4．津波警報が解除されてもしばらくは戻る気がしなかった

　　5．救助や救援のため、津波が引いたらすぐ戻った
問２３．今回の地震で直接、津波を見ましたか？【１つ○】
1．津波を目前で見たが来る様子は分からない
2．津波を目前で見た。来る様子はおおよそ分かる
3．少し離れたところから、津波が来るのを見ていた
4．津波が来るのを見ていない
問２４．一番高かったのは何回目ですか？　　　回目

問２５．この災害が起こるまでに、あなたは、海で大きな地震が発生してからお住まいの地域に津波が到達するまで、どれぐらいの時間がかかると思っていましたか？【１つ○】
　　1．　5分未満　　　　　 2．　5～10分未満　　　3．　10～20分未満　　
4．　20～40分未満　　　5.  40～1時間未満　　 6．  1時間以上

7. 　考えたことはなかった
問２６．あなた自身やご家族（ご両親ですでに亡くなられた方を含みます）で、昭和三陸津波、昭和35年チリ津波で被災（死亡、怪我、家屋家財損失、仕事上の被害など)された方はいますか？
　昭和三陸津波（昭和8年）　　　1．いる　　　2．いない
　チリ津波（昭和35年）　　　　 1．いる　　　2．いない
問２７．昨年2月のチリ地震津波の時には、あなたは避難しましたか？【１つ○】
1．避難した
2．避難しなかった
3．その時は避難の必要の無い別なところへ出かけていた
問２８．あなたは、3月11日以前に津波ハザードマップ（町が配布する津波の予想浸水域や避難場所などを示した地図）を見たことがありましたか？【１つ○】
1．見たことがあり、自分の居場所の安全性や避難場所と避難経路を考えたことがある。
2．見たことはあるが、参考にしたことはない。
3．見たことはなかった
4．覚えていない
問２９．あなたは家族で津波について話し合ったことはありますか？【１つ○】
　　1．話し合って、避難先や連絡方法を決めていた。
　　2．話し合ったことはあるが、どうするかまでは決めていなかった。
　　3．ほとんど話したことがない。
　　4．全く話したことがない
　　5．一人で生活していた。
問３０．あなたは、学校や生涯学習などで習った地震や津波の知識は役に立ちましたか？【１つ○】
1．習ったことがあり、役にたった
2．習ったことがあり、多少役にたった
3．習ったことはあるが、あまり役に立たなかった
4．習ったことはあるが、役に立たなかった
5．欠番
6．習ったか習っていないかは忘れた
問３１．あなたは、地域の防災訓練に参加したことがありますか？【１つ○】
1．ほぼ毎年参加していた。
2．時々参加していた
3．参加したことがあるがここ数年は参加していない。
4．参加したことはない。
問３２．地域の防災訓練は今回の津波避難に役に立ったと思いますか？【１つ○】
1．大変役に立った。
2．役に立った
3．何とも言えない。
4．役に立たなかった。

5．防災訓練で避難先としていたところが安全ではなかったので、役には立たなかった
生活や住まいの再建についてお聞きします．

問３３．この度の地震や津波で、あなたのご自宅やご家族はどのような被害を受けましたか？ 
(1)自宅【１つ○】
　　1. 津波によって自宅が流出した
　　2. 津波もしくは、地震か津波に起因する火災かによって自宅が倒壊・全焼した
　　3. 津波によって自宅が水没（全壊）した（形は残った）
　　4. 津波もしくは、地震か津波に起因する火災かによって自宅が半壊・一部損壊した（補強すれば何とか住める状態）
5．その他
(2)ご自身【１つ○】
1．入院を要するケガ（津波に巻き込まれて水を飲んだ場合、地震か津波に起因する火災にまかれた場合も含む）をした
2．ケガ（津波に巻き込まれて水を飲んだ場合、地震か津波に起因する火災にまかれた場合も含む）をしたが入院の必要は無かった
3．無事だった
問３４．あなたは、これからどのようなところに住みたいと思いますか？【１つ○】
1．危険はあっても、元の場所に戻りたい
2．住んでいた元の集落に近い場所にすみたい
3．安全な高台や、津波に被災しなかった内陸部に移りたい

4．住まいの再建見通しが持てない（考えられない）．
問３５年齢　【１つ○】
1．10代　　2．20代　　3．30代　　4．40代　　5．50代　　6．60代　　
7．70代　　8．80代以上 

問３６．性別　【１つ○】
1．男性　　　2．女性 
問３７．あなたの主たる職業【１つ○】
1．漁師（自分の舟は持っていない）
2．漁師（舟を持っている）
3．漁業関連（加工・船大工等）会社（自営）
4．農業（自営）
5．商店（自営）
6．旅館・民宿（自営）
7．勤め人（パートタイム含む）
8．専業主婦
9．学生
10．無職
11．建設関係（自営）
12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問３８．（3月11日当時の）お住まいの住所
岩手県下閉伊郡山田町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問３９．上記のお住まいの居住年数（およその数字で結構です）

　　　　　　　　　　　　年ぐらい
問４０．差し支えなければお名前をご記入下さい。個人情報を公表するようなことは致しません。
　　お名前　　　　　　　　　　　　　　
危険に遭遇したか
　　1．危険にさらされた

　　2．さらされなかった
そのタイミングは
　　１．自宅

　　２．避難所への移動中

　　３．家族・知人の送迎中

　　４．避難場所

　　５．避難場所（避難所）から自宅等への戻り中

　　６．その他
調査員の追加記入メモ欄

（問4１の内容について記載欄）

調査票ID：　　　　　　　  　　　





調査票ID：　　　　　　　  　　　
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